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辺野古土砂搬出反対運動の始まり

「どの故郷にも戦争に使う土は
一粒もない」

2013年2013年3月～



２013年3月2７日
琉球新報

土砂調達1300億円相当

県外では
瀬戸内・門司・五島・天草
大隅・奄美・徳之島・・・

●運動の始まり





２０１３年１２月２４日

環瀬戸内海会議
沖縄県に要請文

「瀬戸内海から
辺野古に土砂を
送ることに反対」



2015年5月31日
奄美大島で

「辺野古土砂搬出反対
全国連絡協議会」発足

５県７団体 （京都・兵庫・
岡山・福岡・鹿児島）

201６年・４月12県18団体
（協力団体とで現在２０団体）

（香川・広島・山口・熊本・
長崎・三重・沖縄）



奄美大島（市） 住用湾のトビラ島 上流で採石
「自然と文化を守る奄美会議」が運動のけん引役！



トビラ島が右に



４キロ上流には国内２位のマングローブ林



奄美市住用町市

採石により住用湾の珊瑚
死滅（2015年5月29日調査）









奄美大島市集落の採石場
市集落から町への1本道、大雨で土砂が道を塞ぎ集落は孤立





自然と文化を守る奄美会議
鹿児島県議会に陳情

採石6地点全てで、ハイイロゴケグモ見つかる





2016年10月8日記事

左・沖縄タイムス
右・琉球新報





特定外来生物とは（環境省ホームページより）

•外来生物法（特定外来生物による生態系等の係る

被害の防止に関する法律）により、生態系に被害を

及ぼすものとして指定された生物（148種・7月時点）

・外来生物法では、特定外来生物に指定された生物を

飼育・栽培・保管・運搬・販売・譲渡・輸入・野外に

放つなどを原則禁止し、違反すると罰則規定がありま
す。





ゴケグモ

土砂搬出
全地域に
生息





オオキンケイギク

●なぜ外来生物に指定されたか？
北米原産、強健で冬のグランドカバー
効果が高く、緑化のために道路の法面
等に利用されたり、ポット苗としても生産
流通されていました。
しかし、あまりの強靭さのために一度定着すると、在来の野草を
駆逐し、周りの景観を一変させてしまう性質をもっています。
人の手でこれ以上拡げないようにするため、環境省では、
平成１８年２月、「特定外来生物」に指定しました。（環境省ホームページ）



「沖縄県土砂条例」とは

●「沖縄県公有水面埋立事業における埋立用材に係
る外来生物の進入禁止に関する条例」１５、１１、1日施行

・搬入の届け出・・・予定の90日前までに（特定外来生物
有無の確認⇒混入が判明したら、防除対策を県に届け出する）

・立入調査、中止勧告・・・県は立入調査実施（付着、混
入があれば、防除の実施、搬入中止若しくは使用中止を勧告すること
が出来る）勧告に終わらせず、「中止命令」に！

実効性はあるのか？（防衛局は、高熱処理で可能と）



福岡県北九州市・門司区



福岡県北九州市 門司区採石場





「辺野古土砂搬出反対北九州連絡会」精力的な活動



熊本県
天草 御所浦

御所浦は天草２市１町の
南（裏側にあり、採石場は
水俣市から眺望される）

1977年から、水俣湾に
水銀汚染された土砂や魚
などを封じ込めるために、
御所浦の土砂が使われた。

10月１,２日総会



2015年7月20日 熊本県連絡会連絡協議会発足
天草9条の会から、県連絡協議会へ



天草・懸橋



天草で、１６０人が集い、第３回総会記念集会
２０１６年、１０月１日・２日





「白亜紀の壁」・・・１億年前の化石が







150m×100m・３０ｍの穴に浚渫ヘドロや鉄鋼スラグ





一億年前の化石が眠る（子供たちの学習の場）



恐竜の島一周クルージング（御所浦）
「白亜紀資料館」も

恐竜の歯や足跡の化石が展示
されている。巨大なアンモナイトの
化石も多い



恐竜の島御所浦









御所浦島の人口８０％の反対署名提出





御所浦の運動の成果（辺野古土砂搬出反対熊本県連絡会）

・町を挙げての土砂採取反対運動

島民（町民）の8割の反対署名の提出

県に対して度重ねての公開質問状提出

→採石更新申請反対運動の展開
今年4月・・・（有）山口海運・御所浦町づくり協議会・
熊本県・天草市の４者により、採石場内の穴の
埋戻しを採石場内の土砂を使って行うことに決定



小豆島

南側主な観光地
２４の瞳の像
映画村
オリーブ公園など

東側一帯採石場
（人が訪れず、航路
も沖を通らない）

北側には
「残念石公園」
大阪城への積出港



辺野古土砂搬出
全国連絡協議会

2015年12月 南大隅町 徳之島 奄美大島 本部 辺野古

小豆島東海岸灘山。 かつての山がなくなり、今は道路に



「平和の島」・瀬戸内海国立公園で





「小豆島環境と健康を考える会」（10月に入会）
１９９０年代から小豆島の採石による環境破壊問題に取り組む



辺野古全協沖縄県へ働きかけ
「生物多様性・土砂条例改正」

２０１７年７月 ・学習会（湯浅一郎・北上田毅両講師による）

県議会与党会派

島尻島ぐるみ会議・島ぐるみ会議名護

２０１８年５月・７月

沖縄県に要請（副知事と面談）、与党会派と面談・要請

２０１８年１２月

沖縄県議会に土砂条例強化の陳情書各団体提出



２０１７ｎ２０１７年７月



沖縄県議会で、与党会派１３県議が出席



生物多様性国家戦略とは

・１９９２年６月 リオデジャネイロの地球サミット
（人類はこのまま生物多様性を破壊していくことは自らも含めて
破滅への道であることを自覚し始める）

・１９９３年5月 「生物多様性条約」発効（194か国とＥＵ及
びパレスチナ締結。米国は未締結）
・2008年6月 「生物多様性基本法」施行
・2012年9月 「生物多様性国家戦略」閣議決定
・2010年10月生物多様性条約第10回締約国会議（ＣＯＰ１０）
世界目標「生物多様性戦略２０１１－２０２０愛知目標」採択
→「生物多様性の観点から重要度の高い海域」指定
生物多様性国家戦略に沿って防衛省は外来種持込み防止
義務があり、各県も「地域戦略」に沿って持ち出し防止責務
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５月２７日からの３日間、沖縄市で第５回総会・集会が！



搬出各県の代表らが県庁ロビーにて集合





5月29日
副知事と面談

辺野古全協各団体の
代表らが謝花副知事に
会い、
沖縄県と搬出各県との
連携、土砂条例の
強化について要請・
面談をした



7月2日、沖縄県議会与党会派と面談



沖縄県議会与党会派の議員さんたちと



11月17日・山内スエコ事務所にて



大浦湾・11月14日



６月２９日、抗議船から （工事現場から３００m）









どの故郷にも戦争に使う土砂は
一粒もない！

本土から、辺野古の海に投入する土砂の
搬出を止めるために、西日本ばかりでなく

「本土からの土砂搬出」として全国の運動
として展開していきたい！

沖縄県土砂条例の改正強化を！


